
一般財源

項　民間事業者や団体等が主体的に取り組まれる中で、「法令遵守や安全対策が十分に講じられていること」、「自然環境や地域住
民の生活への影響に配慮されていること」、さらに「地域の観光振興や産業振興に資する明確な効果が見込まれること」といった
要素が整理される場合には、関係機関との調整や情報提供、既存の支援制度の活用など、町として可能な範囲で支援を検討し
たいと考えております。
　なお、町の補助制度といたしましては、住民主体のまちづくりを応援する「地域創生チャレンジサポート推進補助金」のほか、山
陰海岸ジオパークの魅力発信等に特化した「山陰海岸ジオパーク魅力活用補助金」といった補助制度を活用できる可能性もござ
いますので、本町の担当課にご相談いただければと思います。

・「地域創生チャレンジサポート推進補助金」…担当課：企画財政課
・「山陰海岸ジオパーク魅力活用補助金」…担当課：商工観光課
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私の出身地滋賀県彦根市の琵琶湖開催の「鳥人間コンテスト」のイメージで、浦富海岸を利用した絶景を背景に、ドローン競争・撮影技術・映え度等で競い合う「ドローン
コンテスト」を開催。夏や冬以外で開催することでいわゆる岩美町オフシーズンにプロモーション可能。コト消費にもなり、素晴らしい風景がインスタ・ＴｉｋＴｏｋ等ＳＮＳにも映
える。国内・世界中にPRできる為、インバウンド戦略にも対応。産業面では、農林水産業や建設業の観光業をＰＲ。ドローン発信振興基地として岩美町の認知度ＵＰ、既
存事業者発展→新規事業者流入→労働機会創出→人口増加を目論む。学校教育も利用し岩美高校等に上記に類する他とは一線を画す特異性ある教育専門課程を作
ることで、国内での希少性を見出し、地方→都会への若年層流出を抑制、都会→地方への移住を促進する。
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商工観光課

　ご提案いただきましたドローンコンテストの開催につきまして、現時点では町が主体となり実施する予定はありません。しかしながら、浦
富海岸を舞台にしたドローンコンテストを通じて、SNS等を活用し国内外へ地域の魅力を発信する取り組みは、地域の活性化や来訪者の
増加につながるものと考えております。そのため、本町といたしましては、民間事業者や団体等の取り組みに対して、関係機関との調整
や情報提供、既存の支援制度の活用など可能な支援を検討してまいります。
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電話番号 0857-73-1416
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整理番号「協働のまちづくり予算」
事業提案

実施しない

引き続き検討する
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ドローンコンテストの開催
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令和8年3月11日
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主管課

0857-73-1301
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私の出身地滋賀県彦根市の琵琶湖開催の「鳥人間コンテスト」のイメージで、浦富海岸を利用した絶景を背景に、ドローン競争・撮影技術・映え度等で競い合う「ドローンコ
ンテスト」を開催。夏や冬以外で開催することでいわゆる岩美町オフシーズンにプロモーション可能。コト消費にもなり、素晴らしい風景がインスタ・ＴｉｋＴｏｋ等ＳＮＳにも映え
る。国内・世界中にPRできる為、インバウンド戦略にも対応。産業面では、農林水産業や建設業の観光業をＰＲ。ドローン発信振興基地として岩美町の認知度ＵＰ、既存事
業者発展→新規事業者流入→労働機会創出→人口増加を目論む。学校教育も利用し岩美高校等に上記に類する他とは一線を画す特異性ある教育専門課程を作ること
で、国内での希少性を見出し、地方→都会への若年層流出を抑制、都会→地方への移住を促進する。
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ドローンコンテストの開催

　岩美高等学校は県立高等学校であるため、教育課程の決定に町が直接関与することはできませんが、「岩美高等学校魅力向上事業」
の一環として、探究活動等への意見交換を行っておりますので、ご提案内容を共有させていただきます。
　また、情報発信については、岩美高校魅力化コーディネーターを配置し、ドローンで撮影した浦富海岸などの町の風景映像を活用し、学
校紹介動画の作成に取り組み、県外での学校PR活動を行っております。
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